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一
九
七
四
年
生
ま
れ
。生
ま
れ
。京
都
大
学
理
学
部
卒
業
、一
橋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了（
経
済
学
博
士
）。九
七
年
大

蔵
省（
現
財
務
省
）入
省
後
、大
臣
官
房
文
書
課
法
令
審
査
官
補
、関
税
局
監
視
課
総
括
補
佐
、財
務
省
財
務
総
合
政
策
研
究
所
主
任
研
究

官
な
ど
を
歴
任
。一
橋
大
学
経
済
研
究
所
准
教
授
な
ど
を
経
て
、二
〇
一
五
年
よ
り
現
職
。 そ
の
ほ
か
、財
務
総
合
政
策
研
究
所
上
席
客
員

研
究
員
、経
済
産
業
研
究
所
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
、鹿
島
平
和
研
究
所
理
事
な
ど
を
兼
任
。

（法政大学経済学部教授／
 東京財団政策研究所研究主幹）

小黒一正
お　　　ぐろ　   かず　 　まさ

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り

 
出
生
減
ト
レ
ン
ド
反
転
を

政
府
の
少
子
化
対
策
は
な
ぜ
失
敗
が
続
く
の
か
。「
人
口
戦
略
会
議
」の
提
言

の
コ
ア
に
あ
る「
東
京
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
論
」は
本
当
に
正
し
い
の
か―

。

｢

第
三
子
以
降
一
〇
〇
〇
万
円
」の
提
言
で
話
題
を
呼
ん
だ
少
子
化
問
題
の

専
門
家
が
、「
真
の
対
策
」と
は
何
か
を
論
じ
る

新政権への提言
特集2

二
〇
二
四
年
に
も
出
生
数
七
〇
万
人
割
れ
か

今
回
の
自
民
党
の
総
裁
選
（
二
〇
二
四
年
九
月
十
二
日
告
示
・

二
十
七
日
開
票
）
で
も
、
少
子
化
対
策
が
一
つ
の
テ
ー
マ
に
な
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
出
生
率
は
長
ら
く
低
下
の
一
途
を
ḷた

ど

っ
て

お
り
、
新
総
裁
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
自
民
党
に
ど
こ
ま
で
期
待
で

き
る
も
の
か
、
と
感
じ
て
い
た
読
者
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
政
府
は
少
子
化
の
問
題
に
そ
れ
な
り
に
力
を
入
れ
て
き
た
わ

け
だ
が
、
な
ぜ
政
策
面
で
の
失
敗
が
続
く
の
か
。

そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
政
策
の
効
果
検
証
が
基
本
的
に
行
な
わ

れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
り
、
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
誤
解
や
思
い

込
み
の
影
響
が
大
き
く
、
誤
っ
た
政
策
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
設
定
し
て

い
る
か
ら
だ
。
こ
の
問
題
を
正
す
こ
と
が
、
出
生
数
の
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
た
め
の
、
同
時
に
、「
真
の
少
子
化
対
策
」
を
実

行
す
る
た
め
の
最
低
条
件
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
は
こ
の
問
題
の
深
刻
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絞
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レ
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ド
反
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政
府
の
少
子
化
対
策
は
な
ぜ
失
敗
が
続
く
の
か
。「
人
口
戦
略
会
議
」の
提
言

の
コ
ア
に
あ
る「
東
京
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
論
」は
本
当
に
正
し
い
の
か―

。

｢

第
三
子
以
降
一
〇
〇
〇
万
円
」の
提
言
で
話
題
を
呼
ん
だ
少
子
化
問
題
の

専
門
家
が
、「
真
の
対
策
」と
は
何
か
を
論
じ
る

新政権への提言
特集2

さ
を
、
わ
れ
わ
れ
は
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
二
〇
一
三
年
以
降
、
政
府
の
少
子
化
対
策
に
は
、

二
つ
の
大
き
な
ス
テ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。
第
一
の
ス
テ
ー
ジ
は
、
二

〇
一
四
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
地
方
創
生
」
で
あ
る
。
第
二
の
ス
テ

ー
ジ
は
、「
異
次
元
の
少
子
化
対
策
」
が
始
ま
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ

だ
。
第
二
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
岸
田
首
相
（
当
時
）
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
に
基
づ
き
、
内
閣
府
の
外
局
と
し
て
、
二
〇
二
三
年
四
月
に

「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
が
設
置
さ
れ
た
ほ
か
、
同
年
十
二
月
に
「
こ

ど
も
未
来
戦
略
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

本
稿
の
執
筆
時
点
（
二
〇
二
四
年
九
月
上
旬
）
で
は
、
第
二
ス

テ
ー
ジ
の
効
果
検
証
は
現
実
的
に
極
め
て
難
し
い
の
が
実
情
だ
。

な
ぜ
な
ら
ば
、「
異
次
元
の
少
子
化
対
策
」
が
具
体
的
に
ス
タ
ー

ト
し
て
か
ら
、
ま
だ
数
か
月
し
か
経
過
し
て
い
な
い
か
ら
だ
。
政

策
の
効
果
検
証
は
、
数
年
後
な
ら
、
デ
ー
タ
の
蓄ち

く

積せ
き

も
進
む
の
で

可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。

だ
が
、
第
一
の
ス
テ
ー
ジ
の
「
地
方
創
生
」
は
異
な
る
。
ど
の

指
標
で
効
果
を
測
定
す
る
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
が
、
地
方
創
生

の
施し

策さ
く

が
ス
タ
ー
ト
し
た
二
〇
一
四
年
以
降
に
お
け
る
合
計
特
殊

出
生
率
（
Ｔ
Ｆ
Ｒ
）
の
推
移
を
み
れ
ば
、
成せ

い

否ひ

は
明
ら
か
で
は
な

い
か
（
図
表
１
）。
人
口
減
少
と
地
方
の
衰す

い

退た
い

に
歯
止
め
を
か
け

る
た
め
に
、
東
京
一
極
集
中
の
是
正
を
図
り
な
が
ら
、
同
時
に
出
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図表1：日本の合計特殊出生率（TFR）の推移

（出所）厚生労働省「人口動態調査」データから作成
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生
率
の
引
き
上
げ
な
ど
を
数
値
目
標
に
掲
げ
る
地
方
創
生
が
推
進

さ
れ
て
き
た
が
、
二
〇
一
五
年
以
降
、
合
計
特
殊
出
生
率
は
八
年

連
続
で
低
下
と
な
っ
た
。

二
〇
一
五
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
一
・
四
五
だ
っ
た
が
、
二

〇
二
三
年
に
は
一
・
二
〇
ま
で
低
下
し
て
お
り
、
地
方
創
生
の
効

果
は
基
本
的
に
確
認
で
き
な
い
。
む
し
ろ
深
刻
な
の
は
、
政
府
の

予
測
（
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
「
将
来
推
計
人

口
」〈
令
和
五
年
〉
出
生
中
位
・
死
亡
中
位
の
推
計
）
と
比
較
し

て
、
出
生
数
の
減
少
は
加
速
し
て
い
る
と
い
う
現
実
だ
。
こ
の
こ

と
は
、
次
ペ
ー
ジ
の
図
表
２
で
確
認
で
き
る
。

周
知
の
と
お
り
、
一
九
七
〇
年
代
前
半
に
二
〇
〇
万
人
程
度
で

あ
っ
た
出
生
数
は
、
二
〇
二
二
年
に
は
七
七
万
人
と
な
り
、
初
め

て
八
〇
万
人
を
割
っ
た
。
で
は
、
出
生
数
が
七
〇
万
人
割
れ
と
な

る
の
は
、
一
体
い
つ
ご
ろ
な
の
か
。
政
府
予
測
で
は
二
〇
四
三
年

と
さ
れ
て
い
る
が
、
厚
労
省
の
「
人
口
動
態
統
計
」
に
よ
れ
ば
、

二
〇
二
三
年
の
出
生
数
が
お
お
む
ね
七
二
万
人
で
あ
っ
た
こ
と
が

す
で
に
公
表
さ
れ
て
い
る
（
確
定
数
で
は
な
く
、
概
数
の
段
階
の

数
値
だ
が
）。

つ
ま
り
は
、
こ
の
勢
い
が
続
け
ば
、
二
〇
二
四
年
に
出
生
数
が

七
〇
万
人
割
れ
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。
日
本
の
出
生
数
が
初
め

て
八
〇
万
人
を
割
っ
た
の
は
、
二
〇
二
二
年
で
あ
る
が
、
仮
に
そ

の
二
年
後
の
二
〇
二
四
年
に
七
〇
万
人
を
下
回
っ
た
場
合
、
政
府

予
測
よ
り
も
十
九
年
も
前
倒
し
す
る
計
算
に
な
る
。

図
表
２
は
、
政
府
予
測
が
甘
い
た
め
に
、
筆
者
が
独
自
に
デ
ー

タ
を
試
算
し
た
も
の
だ
。
図
の
右
か
ら
二
列
目
は
、
二
〇
〇
〇
年

か
ら
現
在
に
至
る
出
生
数
の
減
少
率
（
年
平
均
二
％
弱
）
の
ト
レ

ン
ド
が
今
後
も
継
続
す
る
と
仮
定
し
た
と
き
、
出
生
数
が
七
〇
万

人
割
れ
、
六
〇
万
人
割
れ
、
五
〇
万
人
割
れ
す
る
の
が
、
い
つ
ご

ろ
に
な
る
の
か
を
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

政
府
予
測
で
は
出
生
数
が
五
〇
万
人
割
れ
す
る
の
は
二
〇
七
一

年
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ト
レ
ン
ド
延
長
（
独
自
試
算
）
で
は
二
〇

四
六
年
と
な
っ
て
お
り
、
二
十
五
年
も
前
倒
し
に
な
っ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
出
生
数
が
五
〇
万
人
割
れ
す
る
の
は
、
二
〇
四
六
年

よ
り
も
か
な
り
手
前
の
時
期
に
な
る
可
能
性
が
高
い
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
出
生
数
が
七
〇
万
人
割
れ
す
る
の
は
二
〇
二
八
年
（
独
自
試

算
）
だ
が
、
既
述
の
と
お
り
、
す
で
に
二
〇
二
四
年
に
は
七
〇
万

人
割
れ
す
る
可
能
性
が
高
く
、
ト
レ
ン
ド
延
長
（
独
自
試
算
）
よ

り
も
出
生
数
の
減
少
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
た
め
だ
。

東
京
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
論
の
幻
想

以
上
の
と
お
り
、
地
方
創
生
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
、
出
生
率
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は
基
本
的
に
低
下
し
て

お
り
、
改
善
す
る
兆き

ざ

し

は
見
え
な
い
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
地
方
創
生

で
出
生
率
を
改
善
し
よ

う
と
す
る
試
み
や
世
論

へ
の
働
き
か
け
は
継
続

す
る
模
様
だ
。

そ
の
一
つ
の
象
徴
的

な
例
が
、
二
〇
二
四
年

四
月
二
十
四
日
に
政
府

関
係
者
や
民
間
有
識
者

ら
で
構
成
す
る
「
人
口

戦
略
会
議
」
が
公
表
し

た
レ
ポ
ー
ト
（『
地
方

自
治
体
「
持
続
可
能

性
」
分
析
レ
ポ
ー
ト
』）

で
あ
る
。
人
口
戦
略
会

議
の
メ
ン
バ
ー
に
は

錚そ
う

々そ
う

た
る
顔
ぶ
れ
が
並

ん
で
お
り
、
同
団
体
の

情
報
発
信
は
強
大
な
パ
ワ
ー
を
も
つ
。
当
然
、
マ
ス
コ
ミ
に
も
相

当
な
影
響
力
が
あ
る
。

そ
の
構
図
の
な
か
で
、
同
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
出
生
率
が
低
い
一

方
で
域
内
人
口
の
増
加
分
を
他
地
域
か
ら
の
人
口
流
入
に
依
存
し

て
い
る
自
治
体
を
、「
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
型
自
治
体
」
と
定
義
し
、

そ
の
象
徴
的
な
自
治
体
を
東
京
と
位
置
付
け
、
東
京
一
極
集
中
の

是
正
等
を
訴
え
て
い
る
。
こ
の
議
論
の
コ
ア
に
あ
る
の
が
、「
出

生
率
の
低
い
東
京
が
全
国
か
ら
若
い
女
性
を
惹ひ

き
つ
け
、
そ
の
結

果
と
し
て
、
日
本
全
体
の
出
生
率
を
低
下
さ
せ
て
い
る
」
と
い

う
、
い
わ
ゆ
る
「
東
京
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
論
」
で
あ
る
。
は
た
し

て
、
こ
の
仮
説
は
本
当
に
正
し
い
の
か
。

た
し
か
に
、
二
〇
二
三
年
の
日
本
全
国
の
合
計
特
殊
出
生
率
は

一
・
二
〇
で
、
東
京
都
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
〇
・
九
九
だ
。
し

か
し
な
が
ら
、
国
別
の
合
計
特
殊
出
生
率
の
比
較
と
異
な
り
、
地

域
別
の
合
計
特
殊
出
生
率
を
比
較
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
適
切
と

は
言
え
ず
、
地
域
別
の
合
計
特
殊
出
生
率
の
計
算
方
法
の
特
性
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
「
誤
解
」
も
多
い
。
こ
の
理
解
に
は
一

つ
の
指
標
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
複
合
的
な
視
点
が
求
め
ら

れ
る
。
こ
こ
で
、
簡
単
な
事
実
を
い
く
つ
か
確
認
し
て
お
き
た
い

ま
ず
、
都
道
府
県
ラ
ン
キ
ン
グ
で
東
京
都
の
合
計
特
殊
出
生
率

が
最
下
位
な
の
は
、
事
実
で
あ
る
。
厚
生
労
働
省
の
二
〇
二
三
年
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図表2：少子化の深刻度合い

出生数

80万人割れ

70万人割れ

60万人割れ
50万人割れ

トレンド
延長

2022年

2028年

2036年
2046年

前倒し

0年

15年

16年
25年

政府予測
※括弧内は平成29年の予測

2022年（2033年）

2043年（2046年）

2052年（2058年）
2071年（2072年）

（出所）国立社会保障・人口問題研究所「将来推計人口」（令和5年）中位推計から筆者作成
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の
人
口
動
態
統
計
（
概
数
）
で
は
、
四
七
都
道
府
県
の
う
ち
合
計

特
殊
出
生
率
が
最
高
位
な
の
は
沖
縄
の
一
・
六
〇
で
、
最
下
位
は

東
京
の
〇
・
九
九
で
あ
る
。
二
〇
二
〇
年
の
人
口
動
態
統
計
（
確

報
）
で
も
、
若
干
数
値
は
異
な
る
も
の
の
、
東
京
は
最
下
位
の
四

七
位
だ
（
図
表
３
）。
と
こ
ろ
が
、
別
の
デ
ー
タ
に
目
を
向
け
る

と
、
異
な
る
景
色
が
広
が
っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
国
勢
調
査
（
二
〇
二
〇
年
）
の
デ
ー
タ
を
見
れ

ば
、
都
道
府
県
別
な
ど
の
平
均
出
生
率
（
出
産
可
能
な
十
五
歳
～

四
十
九
歳
の
女
性
人
口
一
〇
〇
〇
人
当
た
り
の
出
生
数
）
の
数
値

が
最
高
位
な
の
は
、
沖
縄
の
四
八
・
九
で
あ
る
。
第
二
位
は
、
宮

崎
の
四
〇
・
七
で
、
東
京
の
平
均
出
生
率
は
三
一
・
五
だ
が
、
最

下
位
で
は
な
く
四
二
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。

平
均
出
生
率
の
計
算
で
は
未
婚
の
女
性
も
含
む
が
、
東
京
の
前

後
で
は
、
四
〇
位
の
岩
手
（
三
二
・
四
）、
四
一
位
の
青
森
（
三

二
・
二
）、
四
三
位
の
奈
良
（
三
一
・
四
）、
宮
城
（
三
一
・
一
）、

京
都
（
三
一
）、
北
海
道
（
三
〇
・
八
）
が
並
び
、
最
下
位
は
秋

田
（
二
九
・
三
）
と
な
る
（
図
表
４
）。
し
か
も
驚
く
べ
き
こ
と

に
、
東
京
都
心
三
区
（
千
代
田
区
・
港
区
・
中
央
区
）
の
平
均
出

生
率
は
四
一
・
七
で
、
既
述
の
四
七
都
道
府
県
の
値
と
比
較
す
る

と
、
東
京
都
心
三
区
は
沖
縄
に
次
ぐ
二
位
に
な
る
。

な
お
、
都
心
三
区
の
う
ち
中
央
区
の
値
は
四
五
・
四
に
も
な

る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
を
最
初
に
発
見
し
た
の
は
、
上
智
大
学
の

中
里
透
准
教
授
だ
が
、
こ
れ
は
極
め
て
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。

東
京
一
極
集
中
の
是
正
と
出
生
率
増
の
相
関
は
ほ
ぼ
無
い

で
は
、
合
計
特
殊
出
生
率
と
平
均
出
生
率
で
、
な
ぜ
こ
の
よ
う

な
違
い
が
発
生
す
る
の
か
。
そ
の
背
景
の
一
つ
に
は
、
合
計
特
殊

出
生
率
の
計
算
方
法
の
特
性
が
あ
る
。
合
計
特
殊
出
生
率
の
定
義

は
、「
一
人
の
女
性
が
生
涯
に
生
む
平
均
的
な
子
ど
も
の
数
」
だ

が
、
具
体
的
に
は
年
齢
別
出
生
率
を
合
計
し
て
計
算
し
て
い
る
。

こ
の
計
算
方
法
に
よ
っ
て
奇
妙
な
こ
と
が
起
こ
る
。

た
と
え
ば
、
二
十
代
と
三
十
代
の
女
性
し
か
い
な
い
二
つ
の
地

域
が
あ
っ
た
と
仮
定
す
る
。
地
域
Ａ
で
は
、
二
十
代
の
女
性
一
〇

〇
人
が
子
ど
も
を
三
〇
人
、
三
十
代
の
女
性
一
〇
〇
人
が
六
〇
人

を
出
産
、
地
域
Ｂ
で
は
二
十
代
の
女
性
二
〇
人
が
子
ど
も
を
二
〇

人
、
三
十
代
の
女
性
八
〇
人
が
二
〇
人
を
出
産
す
る
と
し
よ
う
。

ま
た
、
合
計
特
殊
出
生
率
の
厳
密
な
計
算
方
法
は
、
一
歳
刻
み
で

の
年
齢
別
出
生
率
を
合
計
す
る
こ
と
で
求
め
る
が
、
議
論
を
簡
略

化
す
る
た
め
に
、
以
下
で
は
、
十
歳
刻
み
の
出
生
率
を
年
齢
別
出

生
率
と
呼
ぶ
。

こ
の
と
き
に
、
地
域
Ａ
の
二
十
代
の
年
齢
別
出
生
率
は
〇
・
三
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（
＝
三
〇
÷
一
〇
〇
）、
三
十
代
の
年

齢
別
出
生
率
は
〇
・
六
（
＝
六
〇
÷

一
〇
〇
）
な
の
で
、
地
域
Ａ
の
合
計

特
殊
出
生
率
は
、
そ
の
年
齢
別
出
生

率
の
合
計
で
あ
る
か
ら
、
〇
・
九

（
＝
〇
・
三
＋
〇
・
六
）
と
な
る
。

同
様
の
計
算
で
、
地
域
Ｂ
の
合
計
特

殊
出
生
率
は
一
・
二
五
（
＝
二
〇
÷

二
〇
＋
二
〇
÷
八
〇
）
と
な
り
、
合

計
特
殊
出
生
率
は
地
域
Ｂ
の
ほ
う
が

高
い
が
、
女
性
一
人
当
た
り
の
平
均

出
生
率
は
、
地
域
Ａ
が
〇
・
四
五

（
＝
九
〇
÷
二
〇
〇
）、
地
域
Ｂ
が

〇
・
四
（
＝
四
〇
÷
一
〇
〇
）
で
、

地
域
Ａ
の
ほ
う
が
高
い
。

な
お
、
日
本
の
出
生
率
が
そ
も
そ

も
低
迷
し
て
い
る
の
は
、
東
京
以
外

の
出
生
率
も
低
い
、
と
い
う
理
由
が

あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
合
計
特
殊
出

生
率
が
地
域
別
に
決
ま
っ
て
い
る
と

の
仮
定
に
基
づ
き
、
東
京
都
の
人
口

137 ターゲットを絞り出生減トレンド反転を

図表3：合計特殊出生率（2020年）

（出所）厚生労働省（2022）「令和2年（2020年）人口動態統計（確定数）の概況」から筆者作成
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図表4：出産可能な女性人口（15歳―49歳）1000人当たりの出生数

（出所）総務省（2021）「令和2年（2020年）国勢調査」から筆者作成

60

50

40

30

20

10

0

12885298 137 NM.pdf.1.pdf 12885298 136 NM.pdf.1.pdf



132-141_V2411023（小黒一正）_下版_再校_初校_ボイス置換文字.smd  Page 8 24/09/20 20:19  v3.60

を
ゼ
ロ
に
し
て
も
、
日
本
全
国
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
一
・
二
〇

か
ら
一
・
二
三
ま
で
し
か
上
昇
し
な
い
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ

る
。計

算
方
法
は
次
の
と
お
り
だ
。
直
近
（
二
〇
二
二
年
）
の
日
本

全
国
の
出
産
可
能
人
口
（
十
五
歳
～
四
十
九
歳
の
女
性
人
口
）
は

二
四
一
四
万
人
、
東
京
都
の
出
産
可
能
人
口
は
二
九
五
万
人
で
あ

る
か
ら
、
東
京
都
以
外
の
出
産
可
能
人
口
は
二
一
一
九
万
人
で
あ

る
。
合
計
特
殊
出
生
率
が
地
域
別
に
決
ま
っ
て
い
る
場
合
、
東
京

都
以
外
の
地
域
の
合
計
特
殊
出
生
率
の
平
均
を
Ｚ
と
す
る
と
、
東

京
都
と
東
京
都
以
外
の
地
域
に
居
住
す
る
出
産
可
能
人
口
の
加
重

平
均
か
ら
、「
一
・
二
〇
（
全
国
の
合
計
特
殊
出
生
率
）
＝
〇
・

九
九
（
東
京
都
の
合
計
特
殊
出
生
率
）
×
二
九
五
÷
二
四
一
四
＋

Ｚ
（
東
京
都
以
外
の
地
域
の
合
計
特
殊
出
生
率
）
×
二
一
一
九
÷

二
四
一
四
」
と
い
う
関
係
式
が
成
立
す
る
。
こ
の
式
か
ら
、
Ｚ
を

計
算
す
る
と
、
Ｚ
＝
一
・
二
三
と
な
る
。
こ
れ
は
、
東
京
都
の
人

口
を
ゼ
ロ
に
し
て
も
、
日
本
全
体
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
一
・
二

〇
か
ら
一
・
二
三
ま
で
し
か
上
昇
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

以
上
の
と
お
り
、
地
方
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
と
い
う
意
味

で
は
地
方
創
生
は
重
要
だ
が
、
東
京
一
極
集
中
是
正
を
図
り
、
地

方
創
生
で
出
生
率
を
引
き
上
げ
る
と
い
う
試
み
に
つ
い
て
は
、
意

味
を
な
さ
な
い
。
た
と
え
ば
、
日
本
経
済
新
聞
社
の
社
説
（
二
〇

二
四
年
四
月
二
十
五
日
）
で
も
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
。

「
地
方
創
生
は
地
方
へ
の
移
住
を
重
視
し
た
た
め
、
自
治
体
間
の

人
口
争
奪
を
促
す
に
と
ど
ま
り
、
全
体
の
出
生
率
向
上
に
つ
な
が

っ
て
い
な
い
。
人
口
対
策
と
し
て
は
出
生
数
の
三
分
の
一
を
占
め

る
首
都
圏
の
少
子
化
対
策
が
別
に
必
要
だ
。
地
方
の
持
続
性
を
高

め
る
政
策
は
、
人
口
問
題
と
切
り
分
け
、
両
輪
と
し
て
取
り
組
む

べ
き
で
あ
る
。
報
告
に
よ
る
と
「
消
滅
可
能
性
自
治
体
」
は
前
回

の
一
四
年
の
八
九
六
か
ら
七
四
四
に
減
っ
た
。
厳
し
い
状
況
は
変

わ
ら
な
い
と
み
る
べ
き
だ
が
、
そ
れ
は
ど
の
自
治
体
も
身
に
染
み

て
い
よ
う
。
危
機
感
を
あ
お
る
シ
ョ
ッ
ク
療
法
を
何
度
も
使
う
の

は
感
心
し
な
い
」

ま
さ
し
く
正
論
で
あ
る
。

真
の
少
子
化
対
策
に
必
要
な
も
の
は
何
か

で
は
、
少
子
化
の
ト
レ
ン
ド
を
本
気
で
逆
転
さ
せ
る
た
め
に

は
、
い
っ
た
い
何
が
必
要
か
。
ひ
と
言
で
い
え
ば
、「
政
策
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
し
っ
か
り
絞
る
こ
と
」
が
求
め
ら
れ
る
。
や
は
り
、
厳
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し
い
財
政
状
況
の
下
で
は
、
財
源
の
限
界
も
あ
る
。

そ
の
解
決
の
ヒ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、『
Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ
』
二
〇
二

三
年
八
月
号
掲
載
の
拙
稿
「『
第
三
子
以
降
一
〇
〇
〇
万
円
』
の

検
討
を
」
で
詳
細
を
述
べ
た
の
で
割
愛
す
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ

重
要
な
の
は
、「
政
策
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」
と
は
何
か
、
と
い
う
問
い

で
あ
る
。

第
一
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
は
、「
出
生
率
の
基
本
方
程
式
」（
＝

〈
一
―
生
涯
未
婚
率
〉
×
有
配
偶
出
生
数
）
と
の
関
係
も
あ
り
、

「
有
配
偶
出
生
数
二
か
ら
三
へ
の
引
き
上
げ
」
で
あ
る
。
有
配
偶

出
生
数
の
引
き
上
げ
の
た
め
に
も
、
ま
ず
は
、
異
次
元
の
対
策
と

し
て
、
第
三
子
以
降
の
出
産
に
つ
き
、
出
産
育
児
一
時
金
を
子
ど

も
一
人
当
た
り
一
〇
〇
〇
万
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
が
、
最
も
ト

ラ
イ
す
る
価
値
の
あ
る
政
策
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
一
点
集
中
型
で
、真
の
意
味
で
「
異
次
元
の
対

策
」
は
、
過
去
に
政
府
は
実
行
し
た
こ
と
が
な
い
。
そ
の
た
め
に
、

デ
ー
タ
の
蓄
積
も
な
く
、
現
時
点
で
は
効
果
検
証
も
で
き
な
い
。

財
源
的
に
不
可
能
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
誤
解
で
あ

る
。「
仮
に
出
生
数
が
七
〇
万
人
か
ら
一
〇
〇
万
人
に
増
加
し
て

も
、
そ
の
う
ち
第
三
子
以
降
の
子
ど
も
が
二
〇
万
人
な
ら
ば
、
二

兆
円
（
＝
二
〇
万
人
×
一
〇
〇
〇
万
円
）
の
財
源
で
賄ま

か
なう
こ
と
が

で
き
る
か
ら
だ
（
第
一
子
以
降
一
〇
〇
〇
万
円
だ
と
一
〇
兆
円
も

の
巨
額
な
財
源
が
必
要
）。
加
え
て
、
本
施
策
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

「
第
三
子
以
降
一
〇
〇
〇
万
円
」
と
い
う
異
次
元
な
政
策
で
あ
り

な
が
ら
、
そ
の
効
果
が
な
く
、
結
果
的
に
出
生
数
が
ほ
と
ん
ど
増

え
な
け
れ
ば
、
追
加
予
算
は
ほ
と
ん
ど
か
か
ら
な
い
と
い
う
点
に

あ
る
。

た
と
え
ば
、
第
三
子
以
降
が
一
〇
万
人
し
か
増
え
な
け
れ
ば
、

一
兆
円
の
財
源
し
か
か
か
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
数
年
間
実
験

し
て
も
効
果
が
な
け
れ
ば
止
め
れ
ば
よ
い
。

「
児
童
手
当
の
見
直
し
」
な
ど
に
よ
り
、
政
府
は
第
三
子
以
降
の

支
給
額
を
す
で
に
加
算
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
対
策
は
不
要
と

の
意
見
も
あ
る
が
、
行
動
経
済
学
的
な
知
見
を
考こ

う

慮り
よ

す
れ
ば
、
十

数
年
に
わ
た
り
支
給
さ
れ
る
児
童
手
当
の
拡か

く

充じ
ゆ
うよ
り
も
、
出
産
育

児
一
時
金
と
し
て
一
括
で
給
付
す
る
ほ
う
が
、
は
る
か
に
効
果
が

高
い
可
能
性
が
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
行
動
経
済
学
的
な
知

見
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
筆
者
が
こ
の
構
想
を
政
府
高
官
に

話
し
た
際
、「
現
状
の
第
三
子
以
降
の
加
算
で
十
分
」
と
指
摘
し

な
が
ら
、「
出
生
数
が
増
え
過
ぎ
た
ら
、
ど
う
す
る
の
か
」
と
い

っ
た
矛
盾
し
た
反
応
を
何
度
か
受
け
た
こ
と
が
あ
る
。

な
お
、
第
二
の
政
策
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
は
、「
企
業
の
環
境

づ
く
り
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
出
生
率
低
下
の
主
な
要
因
は
、
出
産

と
育
児
の
機
会
費
用
の
上
昇
と
い
う
の
が
経
済
学
の
標
準
的
な
見
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解
で
あ
る
。

出
生
率
が
低
下
す
る
主
な
原
因
は
、
出
産
・
育
児
の
機
会
費

用
が
女
性
の
所
得
上
昇
に
従
い
増
加
す
る
た
め
（
内
閣
府
「
平
成

15
年
度
版
年
次
経
済
財
政
報
告
書
」）
で
、
日
本
で
は
出
産
・
育

児
の
機
会
費
用
は
一
億
円
を
超
す
事
例
も
あ
る
。
機
会
費
用
の
低

減
を
握に

ぎ

る
カ
ギ
は
、
労
働
市
場
の
あ
り
方
や
働
き
方
改
革
に
あ

る
。
伊
藤
忠
商
事
な
ど
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
意
識
し
て
、

「
働
き
方
改
革
の
成
果
」
と
し
て
、
女
性
社
員
の
出
生
率
を
公
表

し
て
い
る
。

こ
れ
を
模も

範は
ん

に
し
て
、
企
業
の
取
り
組
み
を
「
見
え
る
化
」
す

る
観
点
か
ら
、
上
場
企
業
に
は
財
務
諸
表
に
非
財
務
情
報
と
し
て

出
生
率
の
公
表
を
義
務
付
け
る
こ
と
も
、
選
択
肢
と
し
て
あ
り
得

る
だ
ろ
う
。

仮
に
公
表
の
義
務
付
け
が
困
難
な
場
合
は
、
政
府
と
の
あ
い
だ

で
、
以
下
の
よ
う
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
の
締
結
を
募

る
環
境
整
備
を
行
な
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。

一
、パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
目
的

出
産
育
児
の
支
援
強
化
：
企
業
が
従
業
員
の
出
産
育
児
を
支
援

し
、
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、
少
子
化
対
策
と
従

業
員
の
満
足
度
向
上
を
め
ざ
す
。

透
明
性
の
向
上
：
企
業
が
自
社
の
出
生
率
を
開
示
す
る
こ
と

で
、
社
会
的
責
任
を
果
た
し
、
ほ
か
の
企
業
や
消
費
者
に
対
し

て
透
明
性
を
示
す
。

政
府
の
支
援
：
政
府
が
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
行
な
う
企
業
を

応
援
し
、
表

ひ
よ
う

彰し
よ
うや
特
典
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
企
業
の
取
り
組

み
を
奨
励
し
、
さ
ら
な
る
改
善
を
促
進
す
る
。

二
、具
体
的
な
取
り
組
み

労
働
環
境
の
改
善
：
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
勤
務
形
態
の
導
入

（
例
：
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
、
時
短
勤
務
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

制
度
）。
出
産
・
育
児
休
業
の
取
得
を
促
進
し
、
取
得
率
を
向

上
さ
せ
る
施
策
の
導
入
。
育
児
支
援
施
設
（
例
：
企
業
内
保
育

所
や
託
児
所
）
の
設
置
や
支
援
。

出
生
率
の
開
示
：
企
業
は
定
期
的
に
自
社
の
出
生
率
を
計
測

し
、
公
表
す
る
。
公
表
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
政
府
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
や
専
用
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
公
開
さ
れ
、
他
の
企
業
や
市

民
が
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
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三
、政
府
の
応
援
の
仕
組
み

表
彰
制
度
：
出
産
育
児
支
援
の
取
り
組
み
が
と
く
に
優
れ
た
企

業
を
、
政
府
が
年
に
一
度
表
彰
す
る
。
表
彰
さ
れ
た
企
業
に

は
、
特
別
な
認
定
マ
ー
ク
（
注
：
似
た
試
み
と
し
て
、
厚
労
省

の
「
く
る
み
ん
マ
ー
ク
」
等
を
参
照
）
を
付
与
し
、
広
告
や
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

税
制
優
遇
：
出
産
育
児
支
援
に
積
極
的
な
企
業
に
対
し
て
、
一

定
の
税
制
優
遇
措
置
を
提
供
す
る
。

広
報
支
援
：
政
府
が
積
極
的
に
企
業
の
取
り
組
み
を
Ｐ
Ｒ
し
、

企
業
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
を
図
る
。
た
と
え
ば
、
政
府
の
公
式
Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
広
報
誌
で
の
紹
介
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
取
り
組
み
紹
介
な

ど
を
行
な
う
。

連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
：
企
業
同
士
が
情
報
交
換
や
共
同
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
、
政
府
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

四
、効
果
の
測
定
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

定
期
的
な
調
査
：
政
府
が
企
業
と
連
携
し
て
、
取
り
組
み
の
効

果
を
定
期
的
に
評
価
し
、
必
要
に
応
じ
て
施
策
の
改
善
を
行
な

う
。

従
業
員
の
満
足
度
調
査
：
企
業
内
で
の
従
業
員
満
足
度
や
出
産

育
児
支
援
施
策
に
対
す
る
評
価
を
定
期
的
に
実
施
し
、
そ
の
結

果
を
政
府
と
共
有
す
る
。

社
会
的
影
響
の
分
析
：
取
り
組
み
が
地
域
全
体
や
国
の
出
生
率

に
与
え
る
影
響
を
分
析
し
、
長
期
的
な
改
善
を
め
ざ
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
現
在
、
政
府
は
「
証
拠
に
基
づ
く
政
策
立

案
」（
Evidence
Based
Policy
M
aking）、
略
し
て
Ｅ
Ｂ
Ｐ

Ｍ
を
推
進
し
て
お
り
、
正
し
い
情
報
や
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い

た
政
策
の
議
論
が
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
活
用
は
一

部
に
限
ら
れ
、
本
当
の
意
味
で
の
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
は
浸
透
し
て
い
な

い
。こ

の
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
に
強
い
関
心
を
も
っ
て
い
る
の
は
、
今
回
の
総

裁
選
に
出
馬
し
た
、
加
藤
勝
信
・
元
官
房
長
官
な
ど
と
思
わ
れ
る

が
、
少
子
化
対
策
の
効
果
検
証
を
行
な
い
な
が
ら
、
既
存
施
策
の

延
長
線
に
と
ら
わ
れ
ず
、
上
記
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言

を
含
め
、
柔
軟
な
発
想
で
制
度
設
計
や
施
策
の
改
廃
を
行
な
っ
て

い
く
こ
と
も
重
要
だ
。

新
政
権
が
発
足
し
た
い
ま
、
出
生
率
の
低
下
ト
レ
ン
ド
の
逆
転

に
向
け
、少
子
化
対
策
に
つ
い
て
も
、政
策
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た

か
た
ち
で
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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